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なる Pcdh-αA 型、B 型アイソフォームが存在する。まず私は本研究室で作製された Pcdh-αΔBneo/ΔBneo マウスを用い





においても異常が認められた。これら空間学習の異常は、Pcdh-αB 型のみが欠損し Pcdh-αA 型の発現レベルが正常














論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 申請者は、神経回路網の形成ならびにその結果生ずる神経系の機能に興味を持ち、神経系に主として発現するプロ
トカドヘリンαの遺伝子変換マウスを用いた行動解析実験を行った。その結果、プロトカドヘリンαタンパク量が減
少している遺伝子改変マウス（B 型欠損 A 型 20％）において、運動能力、情動行動などの行動テストでは異常が認
められなかったものの、恐怖条件付け学習テストの文脈記憶過程において、有為な異常があることを明らかにした。
また、この遺伝子改変マウスの海馬においてセロトニン量が野性型に比べて上昇することを明らかにした。これらの
異常は、プロトカドヘリンαタンパク量を回復させた遺伝子改変マウス（B 型のみ欠損）では認められなかったこと
から、プロトカドヘリンαA 型のタンパク量減少が原因であることが示唆された。これらの結果は、プロトカドヘリ
ンαが恐怖条件付け学習テストにおいて分子的役割を持つことを示唆したものであり、また、これにセロトニン量制
御への関与の可能性についても言及している。 
 このように、申請者は行動学的な解析から、脳神経系におけるプロトカドヘリンαの役割を解析し、上述の成果を
得た。よって、学位の授与に値すると考える。 
